
小児心臓カテーテル検査（水曜日入院 ・ 金曜日入院）を受ける患者さんへ 【患者さん用クリニカルパス】

ＩＤ：　 患者氏名：　                                      様

経過 　　入院当日 　日目（検査当日・検査前） 　日目（検査当日・検査後） 　日目（検査翌日）～　日目（退院日）
日付 /　　　　（　　　） 　/　　（　　）～　　/　　（　　）

・風邪症状が出現しない。 ・合併症（ショック・出血・血腫・感染など）を起こさず経過できる。
目標 ・不安がなく検査に臨める。 ・検査が予定通り終了する。

・医師から入院診療計画書、検査について ・看護師が検査までに ・検査中は家族の方には、 ・医師から検査の結果について説明があります。 ・医師から検査後の説明と今後の予定
 説明します. 　行う処置について 　病室または家族控え室で 　　　（後日になる場合もあります） 　について説明します。
・検査の承諾書や輸血同意書・抗菌薬・局 　説明します。 　待機していただきます。 ・検査後、カテーテル挿入した部位の安静のため, ・看護師から次回受診日について説明
 所麻酔薬問診票などを記入していただきます。  ベッド上安静が必要となります。  をします。

・出血防止のため足を曲げないように、添え木（シ―ネ）で ・退院後の生活について不安な点が
・看護師から入院生活について説明します。  固定します。  あればお話し下さい。
・風邪症状があった場合は、医師・看護師 ・安静が守られない時はお知らせください。
 に教えてください。

・胸部Ｘ線撮影・心電図の検査をします。 ・検査室で尿道に管をいれます。
・心エコー検査（　　／　　） 　（検査後も尿道に管が入っている場合は、 ・カテーテル挿入部位の

治療 ・排便がないときは浣腸をします。     状況をみて抜きます）  消毒をします。
・血液検査や細菌検査をします。 ・ガウン式の病衣に着替えをし、

　点滴を始めます。
検査 ・眠る薬を飲んでいただきます。

　（またはおしりから薬をいれます）
・足の付け根の表面を麻酔するた

処置 ・血液型と名前のバンドを 　め、テープを貼ります。
　足首につけます。 ・ベッドで１階のカテーテル検査室

　まで行きます。
・小さなお子様の場合必ずそばに付き添い、 ・消毒した後、歩行や入浴ができます。

生活  離れる時は必ずベッド柵を上げてください。 ・ベッド上安静となります。
行動 ・足を固定している添え木は検査の６時間後に外します。　

・入浴・シャワーができます。 ・朝食は食べられません。
・水分は、帰室後だいたい３時間後に

・水分制限があります。   飲むことができます。（麻酔がさめてから）
・夕食から食事が摂れます。
 （食事が摂れない場合は点滴を続けます）

・指示された薬のみ内服します。 ・水分が摂れる状況であれば、薬を内服します。

                                   
・カテーテルを挿入した部位から出血がないか確認します。 ・起床時（安静時）と日中に血圧・脈拍・

・身長・体重を測ります。   ・足の甲にマジックで  ・起床時（安静時）・検査前に血圧・ ・止血用の固定がきつすぎないか確認します。  体温を測ります。
　（場合により、胸囲・頭囲を測ります） 　しるしをつけます。 　脈拍・体温を測ります。 ・水分や食事が摂れているか確認します。

　（動脈が触れる場所） ・異常がないか確認するため心電図ﾓﾆﾀｰをつけます。 ・カテーテル挿入部位・足背動脈の
・血圧・脈拍・体温を測ります。 　 ・カテーテル挿入部位・足背動脈の拍動を確認します。  拍動を確認します。

　

注）予定は現時点で考えられるものであり、今後検査等を進めていくにしたがって変わることがあります。　　　　　　　 岩手医科大学附属病院

循環器内科

観察

食事

内服薬

指導

　　　　　　　

・心エコーなどの検査の場合は眠るお薬を
　飲んでいただく場合があります。

教育

説明

・点滴の針を入れる場合があります。

　　　　/　　　　  　（　　  　　）
2日目～　日目（検査前日）

　　　　/　　　（　　　）～　　　/　　　（　　　）

・退院する時に内服薬をお渡しします。

・点滴の針を入れる場合は処置の前に
入浴していただきます。

・お子様によって異なりますので、好みをうかがいます。

・持ってきた薬は一度お預かりし、医師・薬剤師と看護師で確認してから
 使用して頂きます。

・今まで通り飲んでいただきますが、薬によっては検査当日に中止するものもあります。


